
電力と電圧
　ここで、注意が必要な点は電力値と電圧値の違いです。電力
Pは電圧Vと抵抗Rを用いるとP=V2/Rとなることから、

となります。ここでVinは入力電圧、Voutは出力電圧、Rinは入力
インピーダンス、Routは出力インピーダンスとなりますので、入
力インピーダンスと出力インピーダンスが等しければ、

となります。電力と電圧の違いで、係数が10から20となってい
る点が異なり、電力では1桁変化することに10dBずつ、電圧では
1桁変化することに20dBずつ変化することに注意が必要です。

つまり、材料の電磁波特性
を評価する際は、電圧・電力
のどちらに着目するかで値
の考え方が変わります。
　なお、基準電圧値を1μV
にした場合も、任意の電圧
の絶対値は先述のように、
dBμVで表現されます。

音響で使用するデシベル
　余談ですが、ある騒音等の大きさpを表す音圧レベルLpは基
準音圧P0に対する絶対値を表します。

　正確には「dB SPL（Sound Pressure Level）」ですが、一般的
にSPLは省略されて表記される場合が多いです。ここでの基準
値P0はかつて人間の1kHzにおける最小可聴値とされていた
2×10-5N/m2（=20μPa）です。例えば、60dBの騒音は基準値
P0の1000倍の音圧を意味しています。

「デシベル」を正しく理解しましょう
　EMCで使用されるdBμV/mやアンテナ特性を表すdBiなど、
多くの試験でデシベルという単位が使われています。その単位
は「相対値なのか」「絶対値なのか」、「電力（エネルギー）なの
か」「電圧なのか」を正しく理解することが重要です。

　京都発明協会では、中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、知財（知的財産権）に関する各種無料相談事業
による支援を行っています。京都府内在住または勤務されている方は、どなたでもご利用いただけます。

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔https://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ
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● 各支援事業の詳細については当協会のホームページでご覧いただけます。

INPIT京都府
知財総合支援窓口

075-326-0066

京都府知的財産
総合サポートセンター

075-315-8686

京都府スタートアップ
グローバル知財
サポートデスク
075-315-8686

知的財産に関するお悩みはありませんか？

まずはお電話でご相談下さい！【秘密厳守】

▼１回１時間の相談が無料！▼知財専門家（弁理士・弁護士等）への相談も無料！▼相談の回数制限もありません。
▼対面のほか電話、メール、オンライン等でも相談可能です。

電話 075-326-0066
INPIT京都府知財総合支援窓口

経験豊富な知財相談員が、皆様のご相談に適
切に対応いたします。初歩的な質問でもご遠
慮なくお問い合わせ下さい。
※ご相談の日時は事前予約制となっています。

意匠 商標特許
実用新案

守秘・知財
契約相対値（比率）を表すデシベル

　デシベル（dB）という単位は電気、通信、光学、音響、振動な
ど、様々な分野で使用されています。電気分野で使用するデシ
ベルLは、電力伝送減衰の比率、すなわち2点間（Pin, Pout）の電
力比の対数の10倍として定義されます。

　グラフで表すとdBは対数表示で表現されることになります。
L(dB)が負の値であれば損失を意味し、正の値であれば増幅を
意味します。なお、損失や増幅が明らかな場合は符号を省略す
る場合もあります。
　電磁波分野では、取り扱う数値の桁が、ギガ（109）やメガ
（106）、マイクロ（10-6）やナノ（10-9）など、広範囲にわたってい
るため、対数軸を使うことで計算が簡素化できます。

　例えば PoutがPinの100万倍（106倍）ある場合は、以下の計
算式のように60dBとなります。

　実際の場面では、多段接続された増幅器や減衰器などのゲ
インを加算や減算で簡単に求めることができます。

絶対値を表すデシベル表記
　デシベルはここまで説明したとおり、比率を表す相対値を意
味します。ここで基準となる値を一定の物理量として定義し、基
準値からの相対値と考えることで絶対値を表現することも可
能です。例えば、ある電力の大きさPを表すのに使われる電力
レベルLは基準電力値P0に対する絶対値を表します。

　よく使われる基準電力値P0としては、1pWや1mWがありま
す。1pWが基準値の場合の電力レベルの単位はdBpW、1mWが
基準値の場合はdBmのように、dBの後に基準とした単位を明記
して、相対値と区別します。なお、慣例により1mWが基準値のと
きはdBmWと書かずにdBmの電力と表記します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気通信係　TEL：075-315-8634  E-mail：denki@kptc.jp

電磁波分野等で使用する単位「デシベル」について技術
センターから

応用技術課　電気通信係

　「デシベル（dB）」という単位は音響の指標などで良く使われますが、電磁材料の特性評価や電磁環境両立性（EMC）関連分野でも
よく目にする単位です。電磁材料やEMC技術はほぼ全ての電気製品等に関連するため、その基本的な考え方を理解することが重要
です。そこで、電磁波等の強度を相対的あるいは絶対値として表現するデシベルについて解説します。
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